
２

①選手の花道

　花道を作って、守備につく

バファローズの選手を送り出

します。

とき　７月２２日

②スタメンキッズ

　守備につくバファローズの

選手を守備位置で出迎えま

す。

とき　７月２２日

③ペアキャッチボール

　試合開始前に、グラウンド

でキャッチボールを楽しみま

す。

とき　７月２３日

※いずれも雨天中止。

ところ　富田林バファローズスタジアム

対象者　いずれも市内在住の当日の試合観戦者で、①

は小学１～３年生、②は小学４～６年生、③はボール

（硬球不可）とグラブを持参できる人のペア

定員　①８人、②４人、③２０組　

参加費　無料

申し込み　いずれも６月１９日（必着）までに、往復

はがきにイベント名、参加者の住所、氏名、年齢（学

年）と返信用はがきに宛名を記入し、５８４-８５１１常盤

町１の１　生涯学習課〔(２０)０３９０〕へ（申し込み多

数の場合抽選）

※申し込みは１人（１組）１通まで。

※結果は２６日までに、返信はがきでお知らせしま

す。

※詳しくは、市ウェブサイトの各課のページ「生涯学

習課（スポーツ振興）」をご覧ください。
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本
市
で
は
、
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
の
た
め
、
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
が
設
置
・
維
持
管
理
す
る

防
犯
灯
に
対
し
て
、
新
設
お
よ

び
維
持
管
理
費
用
の
一
部
を
補

助
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ

Ｄ
化
を
促
進
し
、
省
エ
ネ
対
策

を
推
進
す
る
た
め
、　

年
よ
り

２９

防
犯
灯
器
具
の
取
り
替
え
に
対

す
る
補
助
対
象
灯
数
の
制
限

（
管
理
団
体
が
維
持
管
理
し
て

い
る
灯
数
の
　
分
の
２
以
内

１０

で
、
上
限
　
灯
ま
で
）
を
な
く

４０

し
ま
し
た
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
な
ど
の
防
犯
灯
管
理
団
体

※
防
犯
灯
を
新
設
す
る
場
合

は
、
必
ず
事
前
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
工
事
着
工
後
の
申
請

は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
器
具
の
取
り
替
え
に
対
す
る

補
助
率
や
補
助
金
額
の
上
限
な

ど
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯犯
灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯灯
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

防
犯
灯
補
助
金
制
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度

～
防
犯
灯
器
具
の
取
り
替
え
に
対
す
る

　
補
助
対
象
灯
数
の
制
限
を
な
く
し
ま
し
た
～

７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開７月２２日、２３日開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当当日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日のののののののののののののののののののののイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベベンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンントトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者ををををををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集～当日のイベント参加者を募集～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

　富田林ドリームフェスティバル（ウエスタン・リーグ公式戦「オリックス・バファローズ」ＶＳ「広島東洋カープ」）

で催される次のイベントへの参加者を募集します。
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５
月
　
日
に
開
か
れ
た
第
２

１６

回
市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・

副
議
長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委

員
も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

　
奥
田
　
良
久
さ
ん
（
　
歳
）

６６

住
所
　
佐
備
１
０
４
６
の
２

経
歴
　
議
長
、
副
議
長
な
ど
を

歴
任

副
議
長

　
南
齋
　
哲
平
さ
ん
（
　
歳
）

４２

住
所
　
藤
沢
台
一
丁
目
４
の
　１１

の
５
０
７

経
歴
　
監
査
委
員
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を

歴
任

議
長
・
副
議
長
・

議
会
選
出
の
監
査
委
員
決
定

監
査
委
員

　
遠
藤
　
智
子
さ
ん
（
　
歳
）

６０

住
所
　
向
陽
台
五
丁
目
５
の
６

経
歴
　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委
員
、
富
田
林
病
院
特
別
委
員

会
委
員
な
ど
を
歴
任

　

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改改９年度税法改正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正正

　
税
法
改
正
に
よ
り
、　

年
度

２９

住
民
税
に
適
用
さ
れ
る
主
な
項

目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し

　
　
年
度
の
税
法
改
正
に
よ

２６
り
、
給
与

所
得
控
除

の
見
直
し

が
実
施
さ

れ
、
給
与

所
得
控
除

の
上
限
額

が
適
用
さ

れ
る
給
与

収
入
と
控

除
の
上
限

額
が
下
表

の
と
お
り

段
階
的
に

引
き
下
げ

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

◆
日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族

に
係
る
扶
養
控
除
等
の
書
類
の

添
付
な
ど
義
務
化

　
　
年
度
か
ら
、
日
本
国
外
に

２９
居
住
す
る
親
族
（
国
外
居
住
親

族
）
に
係
る
扶
養
控
除
等
の
適

正
化
の
観
点
か
ら
、
所
得
税
の

確
定
申
告
や
個
人
住
民
税
の
申

告
な
ど
に
お
い
て
、
国
外
居
住

親
族
に
係
る
扶
養
控
除
・
配
偶

者
控
除
・
配
偶

者
特
別
控
除
・

障
が

い
者
控

除
（
　
歳
未
満
の
扶
養
親
族
含

１６

む
）
の
適
用
を
受
け
る
人
は
、

「
親
族
関
係
書
類
お
よ
び
送
金

関
係
書
類
を
添
付
ま
た
は
、
提

示
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
こ
の
制
度
は
、
日
本
国
籍
の

有
無
に
関
わ
ら
ず
、
日
本
で
課

税
の
あ
る
人
が
対
象
と
な
り
ま

す
。

※
給
与
な
ど
の
年
末
調
整
や
公

的
年
金
受
給
者
が
、
国
外
居
住

親
族
（
　
歳
未
満
の
扶
養
親
族

１６

含
む
）
に
係
る
「
親
族
関
係
書

類
お
よ
び
送
金
関
係
書
類
」
を

扶
養
控
除
等
申
告
書
に
添
付
ま

た
は
提
示
し
て
い
る
場
合
は
除

き
ま
す
。

※
　
歳
未
満
の
扶
養
親
族
を
有

１６
し
、
個
人
住
民
税
の
非
課
税
限

度
額
制
度（
人
的
非
課
税
制
度
）

の
適
用
を
受
け
る
人
も
含
み
ま

す
。

◆
金
融
所
得
課
税
の
一
体
化

　
　
年
度
お
よ
び
　
年
度
の
税

２５

２７

法
改
正
に
よ
り
、
税
負
担
に
左

右
さ
れ
ず
に
金
融
商
品
を
選
択

で
き
る
よ
う
、
異
な
る
課
税
方

式
の
均
衡
化
を
図
る
観
点
か
ら

公
社
債
な
ど
の
課
税
方
式
を
株

式
な
ど
の
課
税
方
式
と
同
一
化

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
特
定
公
社
債
な
ど
の

利
子
お
よ
び
譲
渡
損
益
な
ら
び

に
上
場
株
式
な
ど
の
金
融
商
品

間
の
損
益
通
算
の
範
囲
を
拡
大

し
、
３
年
間
の
繰
越
控
除
が
で

き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
こ
れ
ま
で
可

能
で
あ
っ
た
上
場
株
式
と
非
上

場
株
式
の
損
益
通
算
は
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
課
税
課
（
内
線

1
1
1
、
1
1
2
、
1
1
7
）

　
本
市
で
は
、
良
好
な
都
市
環

境
の
形
成
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
生
産
緑
地
地
区
を
指
定
し

て
い
ま
す
。

生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
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産
緑
地
地
区
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
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指
定
受
け
付
け
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６
月
　
日

ま
でででででででででででででででででででででででででででででででででででででで
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
現
在
、
同
地
区
の
指
定
を
次

の
と
お
り
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

受
付
期
間
　
６
月
　
日

ま
で

３０

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
内
線
４

５
３
）
で
受
け
付
け

※
同
地
区
の
指
定
に
は
要
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る

人
は
事
前
に
土
地
の
位
置
、
地

番
、
面
積
な
ど
を
確
認
の
上
、

早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
指
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
、
土
地
の
登
記
事
項
証
明

書
な
ど
の
書
類
が
必
要
で
す
。
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住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
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陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光光
発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発
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シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池

「
家
庭
用
燃
料
電
池
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」　
　
　
　
　

　
　
　
　
の
設
置
費
を
補
助
し
ま
す

③
自
ら
が
所
有
し
、
事
業
に
供

し
て
い
る
市
内
の
建
築
物
を
、

災
害
時
に
緊
急
的
な
一
時
避
難

所
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に
つ

い
て
本
市
と
協
定
を
締
結
し
、

当
該
建
築
物
に
対
象
シ
ス
テ
ム

を
新
設
す
る
人

④
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
が
所

有
す
る
市
内
の
集
会
施
設
に
対

象
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
よ
う
と

す
る
町
会
（
自
治
会
）
な
ど

※
い
ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な

い
人
で
、
　

年
４
月
１
日
か
ら

２９

　
年
３
月
　
日

ま
で
に
対
象

３０

３１

シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
、
電
力
会

社
と
電
力
需
給
契
約
を
締
結
し

た
人
ま
た
は
締
結
し
よ
う
と
す

る
人
に
限
り
ま
す
。

※
①
～
③
は
、
過
去
に
こ
の
補

助
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
お

よ
び
住
宅
に
限
り
ま
す
。

補
助
件
数
　
①
～
③
合
わ
せ
て

１
４
０
件
程
度
、
④
１
件

補
助
金
額
　
①
～
③
は
対
象
シ

ス
テ
ム
の
最
大
出
力
１
㌔
ワ
ッ

ト
に
つ
き
３
万
円
で
、
上
限
９

万
円
（
３
㌔
ワ
ッ
ト
）
ま
で
、

④
は
対
象
シ
ス
テ
ム
の
設
置
に

要
す
る
経
費
の
２
分
の
１
で
、

上
限
　
万
円
ま
で

２０

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家家
庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭庭
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃燃
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電

■
家
庭
用
燃
料
電
池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池池

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
家
庭
用
燃
料
電
池
の
普
及

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
家
庭

用
燃
料
電
池
の
設
置
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま

す
。

補
助
対
象
　（
一
社
）燃
料
電
池

普
及
促
進
協
会
の
民
生
用
燃
料

電
池
導
入
支
援
補
助
金
の
補
助

対
象
設
備
と
し
て
指
定
さ
れ
て

い
る
機
器（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者

○
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
設
備
を
設
置
し

た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う
と
す

る
人

○
市
内
に
、
対
象
設
備
付
き
住

宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は
購
入

し
よ
う
と
す
る

人※
い
ず
れ
も
市

税
の
滞
納
が
な

い
人
で
、
同
補

助
金
の
交
付
決

定
を
受
け
、
対
象
設
備
を
取
得

し
た
日（
同
補
助
金
に
係
る「
取

得
財
産
等
管
理
台
帳
」
に
記
載

さ
れ
た
取
得
年
月
日
）
が
　
年
２８

４
月
１
日
以
降
の
人
に
限
り
ま

す
。

※
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
た

こ
と
の
な
い
人
お
よ
び
住
宅
に

限
り
ま
す
。

補
助
件
数
　
１
０
０
件
程
度

補
助
金
額
　
５
万
円

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太太
陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽陽
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発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発

住
宅
用
太
陽
光
発
電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電電

シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ススススススススススススススススススススス
テテテテテテテテテテテテテテテテテテテテテ

シ
ス
テ
ムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムムム
                    

～
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
が

所
有
す
る
集
会
施
設
を
新

た
に
補
助
対
象
に
追
加
～

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
住
宅
用

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置

に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年

度
か
ら
町
会
（
自
治
会
）
な
ど

が
所
有
す
る
集
会
施
設
を
新
た

に
補
助
対
象
に
追
加
し
ま
す
。

補
助
対
象
　
住
宅
の
屋
根
な
ど

へ
の
設
置
に
適
し
た
逆
潮
流
あ

り
で
連
携
し
、
太
陽
電
池
の
最

大
出
力
が
　
㌔
ワ
ッ
ト
未
満
の

１０

シ
ス
テ
ム
（
未
使
用
品
に
限
る
）

対
象
者
な
ど

①
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す

る
市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を

除
く
）
に
対
象
シ
ス
テ
ム
を
設

置
し
た
人
ま
た
は
設
置
し
よ
う

と
す
る
人

②
市
内
に
、
対
象
シ
ス
テ
ム
付

き
住
宅
を
購
入
し
た
人
ま
た
は

購
入
し
よ
う
と
す
る
人

申
し
込
み
　

い
ず
れ
も
６
月
８
日

～
　
年
３０

３
月
　
日

（
土
・
日
曜
日
、

３０

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５
時
　
分
）
に
、

３０

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
必
要
書
類
を
添
付
し
て
市

役
所
４
階
み
ど
り
環
境
課
（
内

線
4
3
2
）（
６
月
８
日

、
午

前
９
時
～
正
午
の
み
市
役
所
地

下
９
０
４
会
議
室
）
へ
持
参

※
申
し
込
み
は
１
人
に
つ
き
１

申
請
と
し
ま
す
。

※
予
算
の
範
囲
を
超
え
た
場
合

は
、
申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま

す
。

※
郵
送
で
の
受
け
付
け
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
込
用
紙
お
よ
び
申
込
要
領

は
６
月
１
日

～
、
み
ど
り
環

境
課
で
配
布
、
ま
た
は
市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ

「
み
ど
り
環
境
課
」
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
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土
木
工
事
な
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ののののののののののののののののののののの
ととととととととととととととととととととと
ききききききききききききききききききききき
ははははははははははははははははははははは
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

の
と
き
は
、

埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋埋
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
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化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財財

埋
蔵
文
化
財
包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包包
蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ののののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ををををををををををををををををををををを

の
確
認
を

　
本
市
に
は
、
石
川
の
流
域
を

中
心
に
、
多
く
の
遺
跡
が
分
布

し
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
開
発

工
事
な
ど
で
新
し
く
遺
跡
が
発

見
さ
れ
る
機
会
も
増
え
、　

年
２９

４
月
現
在
で
そ
の
数
は
1
５
９

カ
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
貴
重
な
文
化
財
を

保
護
す
る
た
め
に
、
文
化
財
保

護
法
で
は
一
般
に
知
ら
れ
て
い

る
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
（
遺
跡

＝
住
居
跡
や
土
器
な
ど
が
埋

ま
っ
て
い
る
土
地
）
に
お
い
て

土
木
工
事
な
ど
を
す
る
と
き
は
、

工
事
着
手
の
　
日
前
ま
で
に
、

６０

市
を
通
じ
て
府
教
育
委
員
会
に

届
け
出
て
指
示
を
受
け
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
届
け
出
て
か
ら
指
示
を
受

け
、
発
掘
調
査
が
必
要
な
場
合

に
は
調
査
完
了
ま
で
に
日
数
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ

け
早
く
文
化
財
課
で
埋
蔵
文
化

財
の
包
蔵
地
内
で
あ
る
か
ど
う

か
を
確
認
し
、
必
要
な
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
フ
ァ
ク
ス
で
の
位
置

確
認
も
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
（
内

線
５
０
７
）〔

　
９
０
３
７
〕

（２５）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
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①金剛地区再生指針

　本市金剛地区は、開発後約半世紀が経過し、人口減少、少子高齢化、施設の老朽化などのいわゆるニュータウン問題

が顕在化しています。

　これらの問題を解決しながら、全ての住民の安心できる暮らしを守り、また新たにさまざまな人々が暮らし集うこと

のできるまちとして魅力を向上させていくため、まちの将来像やその実現に向けた取り組みなどを示す「金剛地区再生

指針」を策定しました。

②第２期市耐震改修促進計画

　南海トラフ巨大地震が切迫している中、全国的にさらなる耐震化の取り組みを推進することが求められており、住宅・

建築物の所有者は耐震化を自らの問題として捉え、自らの責任においてその安全性を確保する必要があります。

　住宅・建築物の所有者と市が相互に連携を図りながら耐震化を推進し、安全・安心で美しく快適なまちづくりの実現

をめざすため、今後取り組むべき施策を定めた「第２期市耐震改修促進計画」を策定しました。

③第３期市地域福祉計画

　本市では、一人一人がその人らしい生き方を実現できる地域づくりをめざして、「第３期市地域福祉計画」を市社会福

祉協議会の「地域福祉活動計画」と合わせて一冊の計画書にまとめ、策定しました。

　今後、同計画に基づいて市と市社会福祉協議会が連携し地域福祉を推進していきます。

④第３次市男女共同参画計画

　本市では、「市男女が共に生きやすい社会づくりを推進する条例」がめざす、男性も女性も、全ての人が共に生きやす

い社会の実現に向けた、今後の施策の方向性や在り方を総合的に示す「第３次市男女共同参画計画」を策定しました。

　今後、同計画に基づいて男女共同参画施策を推進していきます。

⑤市水道事業ビジョン

　本市では、本市水道事業の理想像を明示した上で、「安全・安心」「 強 
きょう

 靭 」「持続」を目標に、今後の施設整備計画などを
じん

定めた「市水道事業ビジョン」を策定しました。

　今後、同ビジョンに基づいて水道事業を推進していきます。

◆計画などの閲覧方法　

　いずれも、市役所（情報公開課および①②はまちづくり推進課、③は地域福祉課、④は人権政策課、⑤は上下水道総

務課）または市ウェブサイトの富田林市のこと「条例規則、各種計画書や指針」でご覧いただけます。

問い合わせ　

①まちづくり推進課（内線４５２）、②まちづくり推進課（内線４５５）、③地域福祉課（内線２８５）、④人権政策課（内線４７４）、

⑤上下水道総務課（内線２７０）
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市の各種施策に関する計画などを策定しました

「
あ
な
た
な
ら

　
無
事
故
の
着
地

　
　
決
め
ら
れ
る
」
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危
険
物
安
全
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

　
危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
と
啓
発
を
図
る
た
め
、

毎
年
６
月
の
第
２
週
は
危
険
物

安
全
週
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
の
身
の
回
り
に
あ
る

ガ
ソ
リ
ン
、
灯
油
な
ど
の
燃
料

を
は
じ
め
、
塗
料
な
ど
は
、
今

や
日
常
生
活
に
深
く
浸
透
し
、

必
要
不
可
欠
な
物
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
こ
れ
ら
の
物
は
引

火
性
や
爆
発
性
を
持
っ
て
い
る

危
険
物
で
も
あ
る
た
め
、
取
り

扱
い
を
誤
る
と
火
災
や
漏
え
い

事
故
な
ど
を
発
生
さ
せ
、
多
く

の
生
命
や
財
産
を
一
瞬
に
し
て

奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
市
消
防
本
部
で
は
、
危
険
物

の
取
扱
事
業
所
に
対
し
て
安
全

の
確
保
を
呼
び
掛
け
ま
す
が
、

皆
さ
ん
も
危
険
物
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
予

防
課
〔

　
１
１
２
４
〕

（２３）

～策定にあたっては市民の皆さんからのご意見などを募集するパブリックコメントを実施～



６

し
て
い
る
場
合
な
ど
、
外
が
危

険
な
場
合
は
、
屋
内
の
安
全
な

と
こ
ろ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

③
避
難
指
示
（
緊
急
）

　
災
害
が
発
生
す
る
な
ど
、
状

況
が
さ
ら
に
悪
化
し
、
人
的
被

害
の
危
険
性
が
非
常
に
高
ま
っ

た
状
況
で
す
。
緊
急
に
避
難
し

て
く
だ
さ
い
。
外
が
危
険
な
場

合
は
、
屋
内
の
安
全
な
と
こ
ろ

に
緊
急
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

避
難
時
の
ポ
イ
ン
ト

・
長
靴
や
サ
ン
ダ
ル
は
避
け
、

動
き
や
す
い
格
好
で
運
動
靴
を

履
い
て
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
側
溝
や
マ
ン
ホ
ー
ル
な
ど
へ

落
ち
な
い
よ
う
、
杖
な
ど
を

使
っ
て
経
路
の
安
全
を
確
認
し

な
が
ら
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・
浸
水
時
に
人
が
歩
け
る
深
さ

は
、
ひ
ざ
の
高
さ
ぐ
ら
い
ま
で

で
す
。
流
れ
の
あ
る
場
合
は
、

　
㌢
の
深
さ
で
も
危
険
で
す
。

２０市
か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
の
情

報
伝
達
方
法

◇
防
災
無
線
に
よ
る
伝
達

◇
市
消
防
団
、
市
広
報
車
に
よ

る
伝
達

◇
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
掲
載
、

と
ん
だ
ば
や
し
メ
ー
ル
の
配
信

◇
エ
リ
ア
メ
ー
ル
（
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド

コ
モ
）、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
（
a

u
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
）
の
配
信

◇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
専
用
ア
プ

リ
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
情
報
」

へ
の
配
信

市
か
ら
の
避
難
情
報
と
市
民
の

皆
さ
ん
に
取
っ
て
い
た
だ
く
行
動

　
次
の
情
報
を
原
則
段
階
的
に

伝
達
し
ま

す
。
　
ま
た
、

避
難
情
報

の
名
称
が

下
表
の
と

お
り
変
更

さ
れ
ま
し

た
。

①
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難

開
始
　
災
害
発
生
の
可
能
性
が
予
想

さ
れ
る
状
況
で
す
。
次
に
該
当

す
る
人
は
、
避
難
を
開
始
し
て

く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な

人
、
小
さ
な
子
ど
も
が
い
る
人

な
ど
避
難
に
時
間
の
掛
か
る
人

と
そ
の
避
難
を
支
援
す
る
人

●
土
砂
災
害
の
危
険
の
あ
る
区

域
や
、
川
沿
い
な
ど
浸
水
の
恐
れ

の
あ
る
区
域
に
お
住
ま
い
の
人

　
な
お
、
避
難
場
所
へ
の
避
難

が
困
難
な
場
合
は
、
近
く
の
安

全
な
場
所
に
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
以
外
の
人
は
、
気
象

情
報
に
注
意
し
て
避
難
準
備
を

し
、
危
険
だ
と
思
う
場
合
は
早

め
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

②
避
難
勧
告

　
災
害
に
よ
る
被
害
が
予
想
さ

れ
、
人
的
被
害
が
発
生
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
状
況
で
す
。

速
や
か
に
避
難
を
開
始
し
て
く

だ
さ
い
。
す
で
に
周
囲
が
浸
水

　
近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
に

よ
り
全
国
各
地
で
床
上
浸
水
や

土
砂
災
害
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
梅
雨
や
台
風
な
ど

に
よ
り
雨
が
増
え
る
季
節
を
迎

え
ま
す
が
、
地
震
と
違
い
、
水

害
や
土
砂
災
害
は
あ
る
程
度
の

予
測
が
可
能
で
す
。
日
頃
か
ら

家
の
周
り
の
危
険
箇
所
や
避
難

場
所
な
ど
を
確
認
し
、
非
常
持

ち
出
し
品
を
用
意
し
て
お
く
と

と
も
に
、
市
か
ら
の
避
難
情
報

な
ど
の
入
手
方
法
を
確
認
す
る

な
ど
、
災
害
へ
の
備
え
を
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
気
象

情
報
な
ど
を
早
期
に
収
集
し
、

早
め
の
避
難
行
動
を
取
る
こ
と

で
被
害
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
小
ま
め

に
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。

水
害
対
策
　

　
本
市
で
は
、
石
川
、
佐
備
川
、

千
早
川
、
梅
川
、
太
井
川
、
宇

奈
田
川
お
よ
び
東
除
川
の
流
域

に
お
い
て
、
浸
水
想
定
区
域
が

設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

石
川
は
「
洪
水
予
報
河
川
」
と

し
て
「
氾
濫
注
意
、
避
難
判
断
、

氾
濫
危
険
」
な
ど
の
判
断
基
準

と
な
る
水
位
が
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
集
中
豪
雨
に
よ
り
河
川

の
水
位
が
上
昇
し
、
危
険
水
位

を
超
え
た
場
合
、「
避
難
勧
告
」

な
ど
の
避
難
情
報
を
対
象
地
域

へ
発
令
し
ま
す
。

土
砂
災
害
対
策
　

　
長
時
間
雨
が
降
っ
て
い
る
場

合
、「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。「
土
砂
災
害

警
戒
情
報
」
は
、
大
雨
に
よ
る

土
砂
災
害
発
生
の
危
険
度
が
高

ま
っ
た
と
き
に
、「
避
難
勧
告
」

な
ど
を
発
令
す
る
際
の
判
断
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
府
と
気
象

庁
が
共
同
で
発
表
す
る
防
災
情

報
で
す
。
府
や
気
象
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
他
、

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
気
象
情
報

で
も
発
表
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
土
砂
災
害
警
戒

情
報
」
を
も
と
に
土
砂
災
害
の

危
険
地
域
へ
「
避
難
勧
告
」
な
ど

の
避
難
情
報
を
発
令
し
ま
す
。

水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対

水
害
・
土
砂
災
害
対
策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策策

◇
町
会
（
自
治
会
）、
自
主
防
災

組
織
な
ど
へ
の
連
絡

◇
社
会
福
祉
協
議
会
、
民
生
委

員
・
児
童
委
員
な
ど
の
福
祉
関

係
者
へ
の
連
絡
　
　
　

そ
の
他
の
情
報
入
手
先

《
パ
ソ
コ
ン
》

■
川
の
防
災
情
報

○
河
川
防
災
情
報
〔h

ttp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-k
a
s
e
n
-p
o
rta
l.n

e
t/su
ib
o
u
/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
土
砂
災
害
の
防
災
情
報

○
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
://w

w
w
.o
s
a
k
a
-b
o
u
s
a
i.

n
e
t/sa
b
o
u
/In
d
e
x
.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

○
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.jm
a
.g
o
.jp
/
jp
/

w
a
rn
/2
7
2
1
4
0
0
.h
tm
l

〕

《
携
帯
電
話
》

■
府
の
気
象
警
報
・
注
意
報

○
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
-c

d
s
.o
s
a
k
a
-b
o

u
s
a
i.n
e
t/
m
o

b
ile
/
p
re
f/
M

o
b
ile
W
a
rn
in

g
Jm
a
D
e
ta
il.h
tm
l

〕

■
本
市
の
気
象
警
報
・
注
意
報

○
国
土
交
通
省
防
災
情
報
提
供

セ
ン
タ
ー
〔h

t

tp
:/
/
w
w
w
.j

m
a
.g
o
.jp
/jp
/

b
o
sa
ijo
h
o
/m

/
w
a
rn
/
a
re
a

/1
0
6
/3
3
1
/2
7
2
1
4
.h
tm
l

〕

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
室

（
内
線
９
５
０
１
）

避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避避
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報報
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どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方
法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法法

避
難
情
報
な
ど
の
入
手
方
法
のののののののののののののののののののののの
確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確
認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認認
ををををををををををををををををををををを

確
認
を

～
避
難
情
報
の
名
称
が
変
わ
り
ま
し
た
～
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地域防災マップの

作成を支援します

　
本
市
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

が
主
体
と
な
り
、
防
災
に
関
す

る
共
同
作
業
を
通
し
て
、
町
内

で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図

る
こ
と
や
、
地
域
に
お
け
る
防

災
対
策
に
役
立
て
て
い
た
だ
く

た
め
に
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
作

成
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
の
地
域
内
の
危
険
箇
所
や

近
隣
の
待
避
場
所
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
情
報
を

地
図
に
記
入
し
て
い
た
だ
き
、

そ
の
地
図
に
市
が
緊
急
連
絡
先

な
ど
を
記
載
し
た
も
の
を
、
防

災
マ
ッ
プ
と
し
て
世
帯
数
分
印

刷
し
、
デ
ー
タ
と
と
も
に
皆
さ

ん
に
お
渡
し
す
る
も
の
で
す
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
ま
た
は
町
会
（
自
治
会
）

な
ど
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構

成
す
る
連
合
体

※
規
模
の
小
さ
い
町
会
（
自
治

会
）
に
つ
い
て
は
、
隣
接
町
会

（
自
治
会
）
と
合
同
で
の
作
成

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
　
６
月
５
日

～
７

月
　

日

に
、
危
機
管
理
室

２０
（
内
線
９
５
０
２
）
へ

地域防災訓練補助金の活用を

　大規模災害発生時は、自助や共助といった地域

での助け合いの行動が減災につながります。

　そのためには、日頃から 地域コミュニティーの

形成を図ることが重要です。

　災害時にはほとんどの市立小学校が指定避難所

となっており、本市では地域防災力の強化を支援

するため、小学校区単位で実施する防災訓練に対

して補助金を交付しています。この補助金を活用

し地域ぐるみで災害時の対応を身に付けましょう。

補助対象事業　小学校区単位で実施する避難訓

練、消火訓練、救急救助訓練などの防災訓練

補助対象団体　１小学校区内の複数の町会（自治

会）による連合体、または町会（自治会）を含む

複数の団体で構成する連合体

補助金額　１０万円を限度に１団体につき年１回

申し込み　危機管理室（内線９５０２）へ　

※交付には、所定の手続きが必要となりますの

で、必ず事前にお問い合わせください。

※
作
成
に
は
、
所
定
の
手
続
き

が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必

ず
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

※
８
月
に
作
成
支
援
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
。
地
域
防
災
マ
ッ

プ
の
完
成
は
　
年
３
月
頃
を
予

３０

定
し
て
い
ま
す
。

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

災害による被害を最小限に～清水住宅に自主防災会が３組織誕生～

　新たに、清水町に自主防災会が３組織結成され、発電機やヘルメットなどの防災資機材が配備されました。

　今後、日頃の防災活動や地域で発生した災害へのいち早い対応など、地域防災の柱として住民の安全を確保するため

の活発な活動が期待されます。

●自主防災組織を結成しましょう

　大規模災害が発生した場合、一人の力では限界があります。

　自主防災組織は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という、地域住民の強い信念と連帯感に基づいて、自主的に結

成する防災組織です。災害に強い地域を作るために自主防災組織を結成しましょう。

問い合わせ　市消防本部警備救急課〔(２３)１１２５〕

清水町第四町清水町第四町会会自主自主防災会防災会清水町第二町清水町第二町会会自主自主防災会防災会清水町第一町清水町第一町会会自主自主防災会防災会

　
近
年
、
異
常
な
集
中
豪
雨
に

よ
り
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
な
ど

の
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
全
国

各
地
で
大
き
な
被
害
が
出
て
い

ま
す
。
土
砂
災
害
が
発
生
し
や

す
い
長
雨
の
季
節
を
迎
え
、
土

砂
災
害
に
対
す
る
備
え
や
避
難

場
所
な
ど
を
、
こ
の
機
会
に
再

確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
土
砂
災
害
は
、
雨
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
、
雨
の
量
や
周
り
の
現
象

に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
水
路
耕
地
課

（
内
線
４
９
５
）

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月６月はははははははははははははははははははははは

土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土土砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害害防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止止月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月土砂災害防止月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

ででででででででででででででででででででで　　　　　　ですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす



８

住所や氏名などに変更があった場合は             
マイナンバーカードなどの変更手続きを

　住民異動の届け出（転入届、転居届など）や婚姻などによ

り住所・氏名などに変更があった場合には、

マイナンバーの「通知カード」や「マイナン

バーカード」、「住民基本台帳カード」に記載さ

れている住所・氏名などを最新のものにして

おく必要があります。

　住民異動の届け出や婚姻届の提出などの手

続きで窓口へお越しの際には、各カードの住所・氏名などの

書き換えも併せてしますので、忘れずに持参してください。

マイナンバーカードの申請を

　マイナンバーカードの作成を希望する人は、２７年１１月末か

ら１２月中旬にかけてお届けした「通知カード」に添付された

申請書に必要事項を記入し、証明用写真を貼って、同封の返

信用封筒で郵送してください。

　スマートフォンやパソコンなどからの申請も可能です。詳

しくは「通知カード」に同封の案内、またはマイナンバーカー

ド総合サイト〔https://www.kojinbango-card.go.jp/〕をご覧

ください。

※申請書を紛失された場合や、申請書に記載されている内容

（住所・氏名など）に変更があった場合は、市民窓口課（内

線１３１、１３２）までお問い合わせください。

■マイナンバーカードを取得するメリット

・公的な身分証明書として利用できます。

・コンビニエンスストアなどで、「住民票の写し」「印鑑登録証

明書」「市・府民税証明書（現年度分）」が取得できます。

・各種行政手続きのオンライン申請が利用できます。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）、マイナンバー総合

フリーダイヤル〔０１２０(９５)０１７８〕

マイナンバーカードの日曜交付

　マイナンバーカードを交付する休日窓口を次の日程で開設

します。申請者本人がお越しください。

とき　６月４日、７月２日、午前９時～正午

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）
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習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習

普
通
救
命
講
習
会
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
））））））））））））））））））））））））））））））

ををををををををををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままままままままままま

を
開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
地
区
集
会
所
整
備
補
助
金

制
度
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請

に
は
「
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
」
修

了
証
所
持
者
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

　
修
了
証
所
持
者
が
お
ら
れ
な

い
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
は
、

こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

と
き
　
７
月
７
日

、
午
後
１

時
～
５
時

と
こ
ろ
　
市
消
防
本
部
　

内
容
　
普
通
救
命
講
習
Ⅱ
（
成

人
の
心
肺
蘇
生
法
を
主
と
し
た

統
一
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
４
時
間

の
講
習
）

対
象
者
　
同
補
助
金
制
度
の
Ａ

Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
を
予
定
さ

～
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
事
業
申
請
の
た
め
の
～

れ
て
い
る
町
会
（
自
治
会
）
か

ら
の
参
加
希
望
者

定
員
　
　
人
５０

※
１
町
会
（
自
治
会
）
に
つ
き

２
人
ま
で
。

参
加
費
　
無
料
　

※
講
習
終
了
後
、
消
防
本
部
よ

り
、
修
了
証
が
発
行
さ
れ
ま
す
。

申
し
込
み
　
６
月
６
日

～
　２０

日

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
、

午
前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
）

３０

に
、
市
民
協
働
課
に
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
課
（
内
線
４
７
３
）

〔

　
９
０
３
７
〕
へ
（
申
し

（２５）

込
み
先
着
順
、
フ
ァ
ク
ス
申
し

込
み
可
）　

　
本
市
で
は
、
非
核
平
和
事
業

の
一
環
と
し
て
、
若
い
人
た
ち

に
戦
争
の
悲
惨
さ
や
核
兵
器
の

非
人
道
性
を
伝
え
、
非
核
平
和

の
願
い
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的

に
、
毎
年
市
民
の
代
表
と
し
て

広
島
平
和
記
念
式
典
に
親
子
で

参
列
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。 「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「

親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親親
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和和
ののののののののののののののののののののの
旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅旅
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加加
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

「
親
子
平
和
の
旅
」
参
加
者
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

　
今
年
も
次
の
と
お
り
参
列
し

て
い
た
だ
け
る
人
を
募
集
し
ま

す
。

と
き
　
８
月
５
日

～
６
日


と
こ
ろ
・
内
容
　
広
島
平
和
記

念
式
典
へ
の
参
列
、
広
島
平
和

記
念
資
料
館
の
見
学
な
ど

※
参
加
後
、
感
想
文
（
８
０
０

字
程
度
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
宿
泊
費
と
広
島
市
ま
で
の
交

通
費
（
往
復
）
は
市
が
負
担
し

ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
親
子
平

和
の
旅
に
初
め
て
参
加
す
る
小

学
５
年
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ

の
保
護
者

定
員
　
１
組
２
人
　

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
消

１９

印
有
効
）
ま
で
に
、
は
が
き
ま

た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
住
所
、
参
加

者
２
人
の
氏
名
・
年
齢（
学
年
）、

電
話
番
号
、
参
加
に
あ
た
っ
て

の
簡
単
な
抱
負
を
記
入
し
、


５
８
４
・
８
５
１
１
常
盤
町
１

の
１
　
人
権
政
策
課
（
内
線
４

７
２
）〔
Ｅ
メ
ー
ルjin

k
e
n
@
c
it

y
.to
n
d
a
b
a
y
a
s
h
i.lg
.jp

〕「
親

子
平
和
の
旅
」
係
へ
（
１
家
族

に
つ
き
１
件
ま
で
、
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
）

～
広
島
平
和
記
念
式
典
に
親
子
で
参
加
し
ま
せ
ん
か
～
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罫
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罫
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罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

６月は「就職差別撤廃月間」です                         

～しない　させない　就職差別～

　就職の面接で、家族の出身地や職業、思想、信条などについ

て質問することは、本人に責任のない事項や本来自由であるべ

き事項で応募者を判断することになるため、就職差別につなが

る恐れがあります。

　府では毎年６月を「就職差別撤廃月間」と定め、さまざまな

啓発事業に取り組んでいます。就職の機会均等を保障すること

の大切さについて、皆さんのご理解をお願いします。

●就職差別110番

　電話またはＥメールで、採用面接時などの差別についての相

談や、関係機関の紹介などをします。

とき　６月１４日～１６日、午前１０時～午後６時〔０６(６２１０)

９５１８・Ｅメールrosei-g０４@sbox.pref.osaka.lg.jp〕

※Ｅメールでの相談は、６月中随時受け付けています。

問い合わせ　府雇用推進室〔０６(６２１０)９５１８〕

29年度労働保険年度更新手続きは７月10日

までに

　２９年度の労働保険年度更新手続きは６月１日～７月１０日

に済ませてください。詳しくはお問い合わせください。

問い合わせ　申告書の記入方法については、労働保険年度更新

コールセンター〔０１２０(３３５)５４６〕（７月１２日まで開設）また

は大阪労働局労働保険適用・事務組合課〔０６(４７９０)６３４０〕、保

険料の納付については、大阪労働局労働保険徴収課〔０６(４７９０)

６３３０〕　

※大阪労働局ホームページ〔http://osaka-roudoukyoku.jsite.

mhlw.go.jp/〕もご覧ください。

　
新
事
業
開
発
セ
ミ
ナ
ー
の
案

内
や
補
助
金
の
紹
介
、
国
の
施

策
、
新
た
な
技
術
動
向
な
ど
の

情
報
交
換
を
通
じ
、
市
内
の
も

の
づ
く
り
企
業
の
交
流
を
深
め

る
と
と
も
に
、
地
域
の
経
済
活

性
化
を
図
る
た
め
、「
市
産
学
官

連
携
交
流
会
」を
開
催
し
ま
す
。

と
き
　
７
月
３
日

、
午
後
６

時
　
分
～
９
時

３０
と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
５０

申
し
込
み
　
商
工
観
光
課
に
備

え
付
け
の
「
申
込
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
６
月
６
日


～
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
府
立
大
学
地
域
連
携
研

究
機
構
Ｕ
Ｒ
Ａ
セ
ン
タ
ー
〔


０
７
２
（
２
５
４
）
７
４
７
５
・

Ｅ
メ
ー
ルU

R
A
-c
e
n
te
r@
a
o
.

o
sa
k
a
fu
-u
.a
c
.jp

〕
へ
（
申
し

込
み
先
着
順
）

※
申
込
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
各
課
の
ペ
ー
ジ
「
商
工
観

光
課
」
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
同
セ
ン
タ
ー

〔

０
７
２
（
２
５
４
）
９
１

２
８
〕

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１１  第１回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回
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ををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催しししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままま　　　　  を開催しますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
市
内
で
こ
れ
か
ら
創
業
さ
れ

る
人
で
、
主
に
飲
食
業
、
小
売

業
、
理
・
美
容
業
を
始
め
ら
れ

る
人
を
対
象
に
、
創
業
に
関
す

る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
料
で
学
べ
る

「
特

化

型

創

業

支

援

セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
て
い
た

だ
く
と
創
業
に
必
要
な
経
費
の

一
部
補
助
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

優
遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特特
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型型
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミミ
ナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナナ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開

特
化
型
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催

～
創
業
に
関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
が
無
料
で
学
べ
る
～

　（
公
財
）
大
阪
産
業
振
興
機
構

で
は
、
小
規
模
企
業
の
創
業
や

経
営
の
革
新
を
図
る
た
め
、
府

内
の
小
規
模
企
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
設
備
投
資
の
支
援
を
し

て
い
ま
す
。

　
申
請
は
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
（
た
だ
し
、
目
標
額
に
達

し
た
場
合
締
め
切
り
ま
す
）。

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　（
公
財
）大
阪
産

業
振
興
機
構
〔

０
６
（
６
９

４
７
）
４
３
４
５
〕

小
規
模
企
業
者
な
ど
を
対
象
に
設
備
投
資

を
支
援
し
ま
す

と
き
　
７
月
　

日

、　

日

２０

２７


、
８
月
３
日

、
８
月
　
日
１０


、
い
ず
れ
も
午
後
７
時
～
９

時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ
　
レ
イ
ン
ボ
ー
ホ
ー
ル

（
市
民
会
館
）

定
員
　
　
人
２０

※
申
し
込
み
方
法
や
優
遇
措
置

の
内
容
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課
の
ペ
ー

ジ
「
商
工
観
光
課
」
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
２
）、
富
田
林
商

工
会
〔

　
１
１
０
１
〕

（２５）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
創
業
支
援
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業



１０

　
富
田
林
霊
園
の
区
画
の
使
用

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画
　
下
表
の
と
お
り

富田林霊園の

使用者を募集

現
地
見
学
　
６
月
１
日

～
　２４

日

、
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

４
時
ま
で
自
由
に
見
学
し
て
い

た
だ
け
ま
す
の
で
、
希
望
者
は

同
霊
園
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ

い
。
土
・
日
曜
日
で
も
現
地
の

管
理
事
務
所
の
職
員
が
対
応
し

ま
す

申
し
込
み
　
６
月
　
日

、
午

２５

前
９
時
～
９
時
　
分
ま
で
に
市

３０

役
所
地
下
９
０
４
会
議
室
へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽

選
）

※
な
お
、
抽
選
終
了
後
の
空
き

区
画
の
受
け
付
け
は
　
日

、

２６

午
前
９
時
～
、
衛
生
課
で
順
次

受
け
付
け
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
３
、
１
４
７
）

　
道
路
上
に
自
転
車
な
ど
を
放

置
す
る
と
、
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
に
な
り
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
景
観
も
損
な

わ
れ
ま
す
。

　
人
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ

う
、
道
路
上
に
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
を
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
ななななななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放放
置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置置

自
転
車
な
ど
の
放
置
はははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

ややややややややややややややややややややややややややややややややややややや
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ
ままままままままままままままままままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししししししししししししししししししし
ょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょょ

　
　
　
　
や
め
ま
し
ょ
うううううううううううううううううううううううううううううううううううううう

■
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
を
指
定

　
本
市
で
は
、
各
駅
周
辺
の
道

路
に
「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区

域
」
を
指
定
し
、
区
域
内
に
放

置
さ
れ
て
い
る
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
を
保
管
所
へ
撤
去
・
移

送
し
て
い
ま
す
。

　
撤
去
さ
れ
た
自
転
車
や
ミ
ニ

バ
イ
ク
な
ど
は
、「
第
一
自
転
車

等
保
管
所
」（
若
松
町
東
一
丁
目

６
の
　
）〔

　
３
２
３
３
〕
で

２７

（２６）

返
還
し
て
い
ま
す
が
、
返
還
時

に
自
転
車
は
１
台
１
５
０
０

円
、
ミ
ニ
バ
イ
ク
は
１
台
２
０

０
０
円
の
移
送
・
保
管
費
用
を

徴
収
し
て
い
ま
す
。

　
駅
周
辺
に
自
転
車
な
ど
を
駐

車
さ
れ
る
場
合
は
、
有
料
自
転

車
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
一
部
の
自
転
車
駐
車
場
に

は
、
高
校
生
以
下
の
学
生
を
対

象
と
し
た
学
割
料
金
も
設
定
し

て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
本
市
で
は
、「
と
ん
だ
ば
や
し

ふ
る
さ
と
寄
附
金
」
と
し
て
１

万
円
以
上
の
ご
寄
付
を
い
た
だ

い
た
人
に
、
本
市
特
産
品
な
ど

を
お
礼
品
と
し
て
お
贈
り
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
参
加
要
件
を
満

た
し
、
制
度
の
さ
ら
な
る
充
実

に
ご
協
力
を
い
た
だ
け
る
事
業

者
な
ど
を
対
象
に
、
新
た
な
お

礼
品
の
登
録
に
か
か
る
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。

「
と
ん
だ
ば
や
し
ふ
る
さ
と
寄
附
金
」

  お
礼
品
の
新
規
登
録
説
明
会
を
開
催

と
き
　
６
月
　
日

、
午
後
７

２３

時
～

と
こ
ろ
　
市
役
所
４
０
１
会
議
室

※
同
説
明
会
へ
の
参
加
に
は
事

前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

参
加
要
件
や
申
し
込
み
方
法
な

ど
詳
し
く
は
、
６
月
９
日


～
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
各
課

の
ペ
ー
ジ「
都
市
魅
力
創
生
課
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
創
生

課
（
内
線
４
２
０
）



１１

生ごみは水分を十分切ってから出しま
しょう！～生ごみ処理機器購入補助制
度をご利用ください～

　暑くなってくると、水分を多く含む生ごみがたく

さん出ます。生ごみは、気温や湿度が高くなってく

ると腐敗が進み悪臭を発します。

　生ごみを捨てるときは、三角コー

ナー用の水切りネットなどを利用

し、水分を十分切ってから出してく

ださい。

　また、家庭から出る生ごみ（台所ごみ）などを堆

肥化する生ごみ処理機などを購入された世帯に、補

助金を交付していますのでご活用ください。

対象者　市内に住所を有し、かつ家庭用生ごみ処理

機器などを継続して使用することができる人

対象となる処理機器など

①生ごみ処理機（生ごみを粉砕して水路または下水

道管へ流すタイプ、焼却処理するタイプのものは除

きます）　※１世帯につき１台まで。

②生ごみぼかしあえ容器　※１世帯につき２台ま

で。

③ぼかし剤　※１世帯につき年間１６個まで。

補助金額　機器購入価格（取り付け費用、消費税な

どは除く）の２分の１の額（１０円未満は切り捨て）

で上限２万円

※①②は、購入後１年以内に限ります。③は、今年

購入したものを来年の１月～２月中にまとめて申請

してください。また、購入店のポイントなどを利用

し割り引きを受けた場合は、割り引き後の金額が機

器購入価格となります。

申請に必要なもの

◆領収書、または購入店発行の販売証明書

◆カタログ、または機器設置後の写真

◆振込先の分かるもの（金融機関の通帳など）

◆印鑑

※申請者、領収書（販売証明書）の氏名と振込先口

座名義人は同じ人に限ります。

申し込み　衛生課（内線１４４～１４６）へ

　
河
内
音
頭
は
、
市
内
各
所
で

開
催
さ
れ
る
盆
踊
り
で
歌
わ
れ

る
歌
で
、
曲
に
合
わ
せ
て
み
ん

な
で
踊
り
、
夏
か
ら
秋
に
か
け

て
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　
し
か
し
近
年
、
河
内
音
頭
に

合
わ
せ
て
踊
れ
る
人
が
少
な
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
市
河
内
音
頭
保
存
会
で
は

市
民
を
対
象
と
し
た
講
習
会
を

開
催
し
た
り
、
中
学
校
で
実
施

さ
れ
る
文
化
教
室
に
講
師
と
し

て
参
加
し
た
り
す
る
な
ど
、
河

内
音
頭
の
普
及
活
動
に
努
め
て

い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
河
内
音
頭
の
良

さ
や
楽
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
次
の
と
お
り
同
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
盆
踊
り
大
会
へ
の
踊

り
子
派
遣
や
講
習
会
へ
の
講
師

派
遣
を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

　
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
で
は
、

消
費
者
が
特
定
の
家
電
を
廃
棄

す
る
際
、
適
切
に
処
理
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
応
じ
た
処
理
費
用
が
必

要
で
す
。

　
粗
大
ご
み
で
は
収
集
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
不
法
投
棄
は
法
律

で
禁
止
さ
れ
て
お
り
、
違
法
行

為
と
な
り
ま
す
の
で
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

品
目
　

■
エ
ア
コ
ン

■
テ
レ
ビ
（
薄
型
テ
レ
ビ
を
含

む
）

■
冷
蔵
庫
・
冷
凍
庫

■
洗
濯
機
・
衣
服
乾
燥
機

処
理
方
法
　
そ
の
製
品
を
買
っ

た
小
売
店
か
、
買
い
替
え
を
予

定
し
て
い
る
小
売
店
に
引
き
取

り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。
い

ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
場
合

は
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
収
集
受

付
セ
ン
タ
ー
〔

０
１
２
０
　（５５）

３
６
５
０
〕
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い

処
理
費
用
（
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

＋
収
集
運
搬
料
金
）　
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
は
、
品
目
や
大
き

さ
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
に
応
じ
た

所
定
の
料
金
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
セ

ン
タ
ー
〔

０
１
２
０
　
９
６

（３１）

４
０
〕
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

※
市
の
収
集
運
搬
料
金
は
、
１

個
に
つ
き
２
７
０
０
円
で
す
。

小
売
店
に
収
集
運
搬
を
依
頼
さ

れ
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
料
金

が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
　

日

、　

日

２１

２８


、
７
月
５
日

、
い
ず
れ
も

午
後
７
時
～
８
時
　
分
　

３０

と
こ
ろ
　
す
ば
る
ホ
ー
ル

定
員
　
各
　
人
　

５０

参
加
費
　
無
料

申
し
込
み
　
６
月
　
日

（
消

１４

印
有
効
）
ま
で
に
、
往
復
は
が

き
（
１
枚
に
１
人
）
に
河
内
音

頭
講
習
会
参
加
希
望
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望

日
（
１
日
の
み
で
も
可
）
と
返

信
用
は
が
き
に
宛
名
を
記
入

し
、

５
８
４
・
８
５
１
１
常

盤
町
１
の
１
　
商
工
観
光
課

（
内
線
４
８
３
）
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
）　

河内音頭講習河内音頭講習会会

を開を開催催

資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資
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資
源
家
電
４
品
目
の
処
理
は
適
切
にににににににににににににににににににににににににににににに
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コ
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蔵
庫
・
冷
凍
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濯
機
・
衣
服
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１２

　
本
市
で
は
、
　

年
度
か
ら

１３

「
市
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計

画
」
を
策
定
し
、
地
球
温
暖
化

防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
ア

イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
な
ど

経
済
運
転
の
徹
底
や
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
車
な
ど
の
低
公
害
車
を

公
用
車
に
導
入
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

電
動
自
転
車
を
導
入
し
、
近
距

離
に
お
け
る
移
動
手
段
と
し
て

活
用
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー

の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ

ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」「
毎
月

　
日
は
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」

２０の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
買
い
物
の
際
は
自
分

の
買
い
物
袋
を
持
参
す
る
か
、

か
ば
ん
に
入
る
と
き
は
レ
ジ
袋

を
断
る
と
い
う
ほ
ん
の
少
し
の

心
掛
け
で
、
ご
み
の
量
と
二
酸

化
炭
素
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月６月ははははははははははははははははははははははは

環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環環境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境境月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間でででででででででででででででででででででで環境月間ですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
と
は
、
大

気
中
の
窒
素
酸
化
物
や
炭
化
水

素
が
太
陽
光
線
中
の
紫
外
線
の

も
と
で
反
応
（
光
化
学
反
応
）

し
た
と
き
、
二
次
的
に
新
た
な

汚
染
物
質
（
光
化
学
反
応
生
成

物
質
）
が
生
成
さ
れ
る
こ
と
を

い
い
ま
す
。
光
化
学
ス
モ
ッ
グ

の
発
生
に
伴
う
被
害
は
、「
目
が

チ
カ
チ
カ
す
る
」「
喉
が
痛
い
な

ど
」
の
目
や
喉
の
刺
激
が
中
心

で
、
一
過
性
で
比
較
的
軽
症
の

も
の
で
す
が
、
刺
激
を
感
じ
た

人
は
洗
顔
や
う
が
い
を
し
、
富

田
林
保
健
所〔

　
２
６
８
１
〕

（２３）

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
は
、
晴
天

で
日
差
し
が
強
く
て
気
温
が
高

く
、
風
の
弱
い
日
で
金
剛
山
が

い
つ
も
よ
り
見
え
に
く
く
、
も

や
の
か
か
っ
た
よ
う
な
日
に
発

生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
南
河
内
で
の
光
化
学
ス
モ
ッ

グ
の
発
生
状
況
は
、
こ
こ
数
年

晴
天
で
気
温
が
高
く
日
射
の
強

い
日
が
多
い
た
め
、
予
報
・
注

意
報
と
も
発
令
回
数
が
増
加
し

て
い
ま
す
。

光
化
学
ス
モ
ッ
グ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

本市の節電への取り組み

　本市では、日頃から市役所の省エネ対策として、

消灯の励行や冷暖房温度の適正管理に努めています。

　職員の服装についても、今年も例年より実施期間

を拡大し、５月１日から１０月３１日までノーネクタ

イなどのエコスタイル運動を実施しています。

　また、電力需要がピークを迎える夏場を中心とす

る期間（６月１日～１０月３１日）において、節電

対策に取り組んでいます。本市が、引き続き実施す

る主な節電対策は次のとおりです。

■冷房は原則、室温が２８℃を超えた場合に使用、冷

房の運転は月曜日＝午前８時４５分～、火～金曜日＝

午前９時～、いずれも午後５時３０分に停止　※ただ

し、今後の状況により随時判断します。

■市役所庁舎エレベーター２基の稼働制限（午後６

時～翌日午前８時４５分までは原則停止）

■消防本部消防署のエレベーター１基を終日停止

■金剛連絡所エレベーターの稼働制限

■職員のエレベーター使用自粛

■昼休み時、事務室の消灯徹底（来客時は除く）

■業務に支障のない範囲で事務室や廊下などの照明

を消灯、退庁時の消灯徹底

■毎週水・金曜日のノー残業デーの実施

■長時間不在時のパソコンやプリンターなどの電源

を切る

　市役所の他、公共施設においても節電対策に取り

組んでいますので、市民の皆さんのご理解とご協力

をお願いします。

問い合わせ　みどり環境課（内線４３２）

　
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
予
報
や
注

意
報
が
発
令
さ
れ
ま
す
と
、
市

役
所
か
ら
公
共
施
設
な
ど
に
連

絡
し
、
予
報
の
場
合
「
緑
色
」

の
旗
を
、
注
意
報
の
場
合
「
黄

色
」
の
旗
を
掲
示
し
て
周
知
を

図
っ
て
い
ま
す
。
光
化
学
ス

モ
ッ
グ
予
報
や
注
意
報
が
発
令

さ
れ
た
場
合
、
で
き
る
だ
け
屋

外
で
の
運
動
な
ど
を
避
け
て
、

屋
内
に
入
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
府
大
気
汚
染
常
時
監

視
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〔h

ttp
://

ta
ik
i.k
a
n
k
y
o
.p
re
f.o
sa
k
a
.jp

/ta
ik
ik
a
n
sh
i/in
d
e
x
.h
tm
l

〕

で
も
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
情
報
を

確
認
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
登
録
す
る
と
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
も
利
用
で
き
ま

す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
み
ど
り
環
境
課

（
内
線
４
３
２
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

商
業
動
態
統
計
調
査
に
ご
回
答
を
！

　
商
業
を
営
む
全
国
の
事
業
所

の
事
業
活
動
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
、「
　
年
度
商
業
動
態
統
計

２９

調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
経
済
産
業
省

が
毎
月
実
施
す
る
基
幹
統
計
で

す
。

　
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

７
月
上
旬
か
ら
府
知
事
が
任
命

し
た
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し

ま
す
の
で
、
調
査
へ
の
ご
回
答

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
府
統
計
課
〔


０
６
（
６
２
１
０
）
９
２
０
９
〕
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ススススススススススススススススススススス
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
プププププププププププププププププププププ
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難難
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

ス
ト
ッ
プ
水
難
事
故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故故

　
海
や
川
、
プ
ー
ル
な
ど
で
レ

ジ
ャ
ー
を
楽
し
む
機
会
が
増
え

る
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

　
自
然
に
触

れ
る
の
は
楽

し
み
が
あ
る

反
面
、
危
険

も
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　
特
に
川
で
レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し

む
と
き
は
、
天
気
の
急
変
に
よ

る
急
激
な
増
水
や
川
の
急
な
深

み
な
ど
の
危
険
性
を
十
分
に
認

識
し
、
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
安
全
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
　
市
消
防
本
部
消

防
署
〔

　
０
１
１
９
〕

（２３）

とんだばやし発見出前講座のご利用を

　市民の皆さんが「知りたい」「聞きたい」市の事業や制度を「出前講座

メニュー」からお選びください。

　市職員が皆さんのもとへ出向いてお話しします。

対象者　市内在住・在勤・在学でおおむね１０人以上の団体・グループ

費用　無料（ただし、メニューによっては材料費などの実費が必要な場

合があります）

申し込み　実施希望日の３０日前までに、生涯学習課に備え付けの申込書

に必要事項を記入し、郵送、ファクスまたはＥメールで５８４-８５１１常盤

町１１の１８　生涯学習課〔(２４)１４５１・(２６)０９９３・Ｅメールs-gaku@city.ton

dabayashi.lg.jp〕へ（直接持参も可）

※申込書、出前講座メニューは生涯学習課で配布（市ウェブサイトの各

課のページ「生涯学習課（青少年・社会教育）」からダウンロードもでき

ます）。

※業務の都合により、希望する日時で実施できない場合があります。また、

開催日時などに制限があるものは、出前講座メニューの中に書いています。

※開催場所は、市内に限ります。会場や備品は、実施団体・グループで

確保してください。

事
育
児
を
応
援
す
る
本
な
ど
を

集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

女
性
の
た
め
の
特
設
電
話

相
談

　
こ
の
た
び
、
毎
月
実
施
し
て

い
る
女
性
の
た
め
の
電
話
相
談

の
受
付
時
間
を
延
長
し
、
特
設

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重

し
、
喜
び
や
責
任
を
分
か
ち
合

い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
そ
の

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
皆
さ

ん
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に
、

６
月
　
日

～
　
日

の
１
週

２３

２９

間
は
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
同
週
間
の
テ
ー
マ
は

「
男
で
 ○
 、
女
で
 ○
 、
共
同
作

ま
る
 

ま
る

業
で
 ◎
 。
」
で
す
。

に
じ
ゅ
う
ま
る

　
期
間
中
は
、
男
女
共
同
参
画

社
会
づ
く
り
に
向
け
て
全
国
会

議
が
開
催
さ
れ
る
な
ど
、
全
国

で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合

わ
せ
て
特
設
で
女
性
の
た
め
の

電
話
相
談
を
実
施
し
た
り
、
男

女
共
同
参
画
に
関
す
る
資
料
を

人
権
政
策
課
、
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
（
す
ば
る

ホ
ー
ル
内
）
で
無
料
配
布
し
た

り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
・
金
剛
図
書
館

で
も
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

本
や
、
働
く
女
性
や
男
性
の
家

６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６６
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

６
月
　
日
～
　
日
はははははははははははははははははははははは

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３２３

２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９９２９

男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男男
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共共
同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同同
参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参
画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画
週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週週

男
女
共
同
参
画
週
間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間

電
話
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　
配
偶
者
や
恋
人
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
人
間
関
係
や
家

族
の
こ
と
、
夫
婦
の
問
題
、
仕

事
や
生
き

方
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま

な
不
安
や

悩
み
に
つ

い
て
、
研

修
を
積
ん
だ
女
性
相
談
員
が
お

聴
き
し
ま
す
。

　
一
人
で
悩
ま
ず
、
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

と
き
　
６
月
　
日

、
午
前
　

２７

１０

時
～
午
後
６
時
、〔

　
０
５
６

(２３)

７
〕

問
い
合
わ
せ
　
人
権
政
策
課

（
内
線
４
７
４
）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

公
民
館
巡
回
劇
場
を
実
施
し
て
い
ま
す

　
子
ど
も
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
老
人

会
、
町
会
（
自
治
会
）
な
ど
の

団
体
を
対
象
に
、
公
民
館
ク
ラ

ブ
連
絡
会
に
所
属
す
る
市
民

サ
ー
ク
ル
が
人
形
劇
や
楽
器
演

奏
な
ど
の
出
前
公
演
を
実
施
し

ま
す
。

定
員
　
５
組
（
申
し
込
み
先
着

順
、
た
だ
し
初
め
て
の
団
体
を

優
先
）　

費
用
　
無
料

申
し
込
み
　
中
央
公
民
館
に
備

え
付
け
の
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
６
月
６
日


～
、
中
央
公
民
館
へ
　

※
営
利
に
係
る
事
業
や
飲
酒
を

伴
う
行
事
へ
は
協
力
で
き
ま
せ

ん
。
ま
た
希
望
す
る
内
容
、
日

時
で
実
施
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。


